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【はじめに】

　私は2008年にスウェーデンで行われたJWOCに出場しました。その頃から、また海外のテレインで走りたい、という思いをずっと抱いていました。そのため今回のユニバーは、とにかく海外でのオリエンを楽しみたい、という気持ちが一番にありました。

【遠征まで】

　選考会では、推薦で選考されるという情けない結果になってしまいました。また、学業の方がうまく消化できず、事前のトレーニングもほとんどできていませんでした。

　合宿では自分の体力的、技術的な未熟さを毎回痛感させられ、一応代表選手として選考されたのにこんな状態でユニバーに行っていいのだろうか、としばしば考えたりもしました。ですが、先輩や両親に促されなんとか頑張ってみようと思い、ユニバー本番までたどり着きました。

【遠征期間】

・トレキャン

　なるべく早めに現地入りして慣れておきたいと思ったので、6月25日発の先発組でスペインに出発しました。ですが、テレインに入ってオリエンをするまでにかなり時間がかかりました。テレインもバスを乗り継がないと行けないところばかりで、事前に思っていたほど十分にオリエンをすることはできませんでした。オリエン以外のところでかなり身体を動かしていたので、結果的にはそれでよかったのかもしれません。

　宿はとてもきれいで過ごしやすいところでした。隣接している大学でスプリントをしたり、敷地内のプールで泳いだりとオリエンができなくても身体を動かすことはできました。また、スーパーマーケットもすぐそばにあったので生活しやすかったです。

・本戦

　女子の人数が少なかったこともあり、すべての競技で走らせてもらうことができました。当初リレーは走らないつもりでしたが、ブルガリアチームとの混成チームで出られることになり、結局4連戦でした。

　レースの目標として特に具体的な数値は設けていませんでしたが、とにかくJWOCの時よりまともなレースをしよう、と考えて臨みました。

・ロング

　タイムはぎりぎり2時間を切るくらいでひどいものでした。レース内容を振り返ってみても、ロングレッグで盛大にルートチョイスをミスしていたり、雑なナビゲーションになってしまったりしていました。ですがよくよく考えてみると、日本でもこれらのことはまともにできていなかったので、まあ実力通りの結果だったのかと思います。

　また、地図表記についてもう少し勉強しておくべきだったと反省しています。耕作地はISOMでは立ち入り禁止でない、ということを知っておけば一本目のロングレッグのルートチョイスは変わっていたと思います。

・スプリント

　1ポで大きくロスしましたが、逆にそれで頭が冷静になったのでその後は落ち着いてレースができました。また、市街地スプリントは初めてだったのと、町並みが本当にきれいだったので、とにかくレース中はハイテンションで楽しむことができました。階段でのアップダウンが非常に多いコースだったので、体力不足を痛感した上にあまりいいタイムではありませんでしたが、これも今の自分の実力だと思います。

・ミドル

　スピードを出しすぎず落ち着いてこなそうと意識していました。大きくミスしたのは2ポくらいで、他は概ねまともにできたと思います。ただ、レース後に体力が余っていたのでさすがにスピードを落としすぎたかな、とも思いました。

・リレー

　前述の通り、ブルガリアとの混成チームで出場しました。ブルガリアチームの二人が1，2走を走り、私は3走でした。他の日本チームのメンバーがなかなかのタイムで帰ってきたことや、前日のミドルでのんびりやりすぎたと感じたこともあり、いつもより速いペースで行こうと思いました。が、やはり盛大にミスを連発しました。さらにレース時間が延びるにつれ今までの疲れがどっと出てきてしまい、またリレーの日は特に暑かったためスペクテーターズ後はほとんど熱中症のような状態になっていました。

　考えてみれば、いままで高速レースをほとんど経験したことがなかったので、いきなり走るペースを速くすればナビゲーションが追いつかないのは当然のことでした。最後のレースなのにあまり集中してできなかったので、もったいないことをしてしまったと思います。

【スペイン】

　今回の開催地であったスペインは、本当に私に合っていたようです。もし開催地が別の国だったなら、もっとレースは悲惨な結果になっていたかもしれません。

　まず食べ物がおいしかったです。JWOCのときはほぼ毎食出されていたタイ米がまったく身体に合わず、パンを多めに取ってエネルギーを補給するという苦しい日々を送っていましたが、今回は毎回の食事が本当に楽しみでした。野菜や果物もおいしく、バランスのよい食生活が送れたと思います。

　また、テレインも走りやすかったです。スペインの地面は固く日本のように足を取られることがないので、運動不足でも長時間しっかり走り続けることができました。固い地面のおかげで足にダメージが余計に蓄積された、ということもありましたが、レース中ストレスをあまり感じずに走れたのは大きかったです。

　そしてなにより、町並みや雰囲気が大変気に入りました。これによってとてもいいメンタル状態で競技をすることができました。

【競技の反省】

　レース前に掲げた「JWOCの時よりまともなレースをする」という目標は達成できたと思います。また今回のユニバーでは、自分の現時点での実力は出せたと感じました。「日本でできないことは海外に行ってもできるわけがない。」と、吉田コーチがロングのレース後に言っていましたが、まさにその通りだと思いました。振り返ってみれば、私はルートチョイスもナビゲーションもうまいとは言えず、いつも基礎の欠如した雑なオリエンテーリングばかりしていました。今までできていたことはできたし、できなかったことはできませんでした。

　ですが、下から数えた方がはやいリザルトや、他の国の選手と何分も違うラップタイムを見ると、やはり悔しいという気持ちがあります。基礎からもう一度しっかりやり直して、もっとできることを増やしたい、もっと上に行けるような選手になりたい、と思いました。

　また、トレキャンから本戦までほとんどノンストップで動き続けていたため、足が大会期間中からずっと悲鳴を上げていました。アイシングしたりアミノバイタルを飲んだりしてなんとか誤摩化していました。日頃からもっとトレーニングをしておくべきだったし、ちょっとはしゃぎすぎてしまった、と反省しています。ですが、4レース経験できたことは本当によかったと思っています。

【今後に向けて】

　今回の遠征で、また海外でオリエンしたい、と思いました。そのためには、できることを確実に増やしていかなければなりません。一回一回のオリエンできる機会を大切にして、ひとつひとつできなかったことをできることに変えられるよう、努めたいと思います。また、走力や基礎体力だけでなく、不整地を走る力をもっと付けなければいけないと感じました。海外選手の走りは、JWOCの時ほどの衝撃はありませんでしたが、やはりすごいと感じました。単に足が速いというわけではなく、不整地の処理の仕方が本当にうまいです。ごつごつした急斜面の下りやコンタリングもとてもスムーズにこなしていました。私は日本人の中でも不整地走が遅い方ですが、その辺りももっと強化していきたいです。

【最後に】

　“代表”としてユニバーに行く自覚が足りてなかったように思います。海外遠征を楽しみたい、というのが一番の目的だったのでそれは達成できましたが、様々な方々からご支援いただいたことを考えれば、もっと自覚を持って取り組むべきだったと反省しています。

　また、スペインハイで本能のままに身勝手な行動をすることが多々あり、メンバーの皆様には多大なるご迷惑をお掛けしました。申し訳ありません。ずっと暖かく接していただきありがとうございました。このメンバーでユニバーに行くことができて、本当によかったです。

　そして、吉田コーチ、小山コーチ、合宿を運営してくださったスタッフの方々、支援してくださった筑波大学オリエンテーリング愛好会OB・OGの方々や方向音痴会の方々、助言してくださった偉大なる先輩方、格別のご配慮をいただいた大学の先生や同じ選考の友人、本当にありがとうございました。

　最後に、もう一度学ぶ機会、オリエンテーリングをする機会を与えてくれた両親に感謝します。

